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〔主な内容〕

●サンセットブリッジ内灘 （P2）
●参議院議員通常選挙 （P3）
●町民夏まつり （P4）

新世紀へのかけ橋 新世紀へのかけ橋 
－サンセットブリッジ内灘－ －サンセットブリッジ内灘－ 



平成13年9月16日（日） 

　ついにサンセットブリッジ内灘が完成

しました。それを祝い、各地区が参加す

る祝賀パレードやライトアップの点灯式

が下記の日程で行われます。 

　ライトアップされたサンセットブリッ

ジ内灘を皆さんでご覧ください。 

開 通 式 典  

内灘大橋一般供用開始 午後2時～ 

内灘大橋左岸会場（金沢医科大側）午前10時～ 
 

 

点　灯　式 

祝賀パレード 内灘大橋左岸会場  →  内灘大橋右岸　午前11時～午後0時30分 
 　（金沢医科大側）　　　（福祉センター側） 

悪魔払い（向粟崎地区）曵き山（鶴ヶ丘4丁目地区） 
奴行列　（大根布地区）キリコ（大学地区） 
獅子舞　（宮坂地区）　御　輿（西荒屋地区） 
御　輿　（室地区）　　和太鼓（和太鼓協会） 
よさこいおどり（ゆかいな仲間たち等） 

公
園 

内灘I.C

日本海 

河
北
潟
放
水
路 

内灘橋 

内灘町 
文化会館 

内灘町 
役　場 

金沢医科 
大学病院 
 

松任宇ノ気線 

能登有料道路 

河北潟 

開通式・点灯式会場 

内灘大橋 

内灘大橋左岸会場 
　（金沢医科大側） 

　　　午後6時30分～ 
 

■会場案内図 

一般供用  午後2時より 

総合公園 

サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘



投 　 票 　 区 選挙当日有権者
（人）

投 票 率
（％）

○参議院選挙区選出議員選挙　投票結果

第1 投票区（向粟崎1～5丁目、旭ヶ丘）

第2 投票区（アカシア、向陽台）

第3 投票区（緑台）

第4 投票区（千鳥台）

第5 投票区（鶴ヶ丘1～3丁目）

第6 投票区（鶴ヶ丘4丁目）

第7 投票区（鶴ヶ丘5丁目、大根布と）

第8 投票区（大根布1～８丁目）

第9 投票区（大清台、大学、ハマナス）

第10投票区（宮坂）

第11投票区（西荒屋、室、湖西）

計

3,322

2,009

1,406

1,690

2,540

1,697

1,161

2,313

2,189

695

1,393

20,415

60.87

67.20

63.09

54.44

57.64

59.28

62.27

60.48

46.46

72.23

64.47

59.70

○参議院比例代表選出議員選挙　開票結果
内灘町：投票率　59.7％ （単位：票）

届出番号 候 補 者 名 党派の名称 得 票 数

○参議院選挙区選出議員選挙　開票結果
内灘町：投票率　59.7％ （単位：票）

無効票：388票

按分の際、切り捨てた票：0.005票
いずれの政党等・名簿登載者にも属さない票：１票
無効票：554票

※政党等の得票数と名簿登載者の得票数を合計したものを記載
してあります。

1

2

3

4

たねべ　秀之

尾西　洋子

もりおか　智恵子

くつかけ　哲男

自 由 連 合

日本共産党

無 所 属

自由民主党

389

938

3,372

7,101

届出番号 名簿届出政党等の名称 得 票 数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

日本共産党

第二院クラブ

維新政党・新風

女性党

無所属の会

保守党

民主党

新社会党

自由連合

公明党

自由民主党

社会民主党

自由党

新党・自由と希望

673.148

147.000

1.000

68.000

27.000

260.000

1,599.815

31.000

134.000

1,563.000

5,730.842

456.133

827.057

115.000

投票会場

開票会場

７月29日、参議院議員通常選挙（選挙区選出議

員選挙・比例代表選出議員選挙）の投票が行われ、

即日開票されました。

選挙区選出議員選挙では、定数１名に対し４名の

立候補があり、くつかけ哲男氏が当選されました。

また、非拘束名簿式の採用という大きな変更のあ

った比例代表選出議員選挙では、14政党204名の

立候補届けがありました。

平成13年7月29日執行 

第19回参議院議員通常選挙 第19回参議院議員通常選挙 第19回参議院議員通常選挙 
選挙結果（内灘町分） 
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第25回内灘町民夏まつりが、８月４日（土）に開催されました。
主会場の内灘総合グラウンドでは、「はまなす歌謡祭」「花火の
祭典」「踊りの夕べ」が行われ、１万２千人の町内外の参加者が集まりました。
特に今年は、入口正面ゲート横に「世界の凧の祭典」において揚げられた日本海内灘砂丘凧の会の12畳凧
が、また、河北潟側のフェンスには、国際凧揚大会の部で優勝した内灘凧倶楽部浜風チームの大名行列が飾ら
れました。
そして恒例の「はまなす歌謡祭」には、メインゲストの柏原芳恵さんが「春なのに」などを熱唱し、かつて
のアイドル歌手の歌声に会場内の観客の方々は魅了されていました。
また会場内には、ごみステーションが設置され、ごみの減量、分別、リサイクルにご協力いただきました。
ありがとうございました。
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世
界
中
の
国
、
地
域
の
留
学
生

が
石
川
に
集
う
「
第
十
四
回
　
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
―
世
界

留
学
生
交
流
・
い
し
か
わ
２
０
０

１
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
七
月

二
十
七
日
か
ら
八
月
三
日
ま
で
の

石
川
県
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
、
内
灘

町
で
は
二
十
三
組
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
協
力
を
得
、
三
十
四
名

の
留
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行

い
ま
し
た
。

内
灘
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
七
月

三
十
一
日
か
ら
八
月
三
日
ま
で
の

四
日
間
。
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

始
ま
り
、
凧
づ
く
り
講
習
、
凧
揚

げ
に
地
曳
網
、
と
内
灘
ら
し
さ
を

前
面
に
打
ち
出
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
留
学
生
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

内
灘
の
自
然
や
伝
統
文
化
に
触

れ
、
何
も
か
も
が
初
め
て
の
体
験

と
い
う
中
で
、
人
種
や
国
、
言
葉

の
違
い
を
越
え
た
確
か
な
友
情
が

芽
生
え
ま
し
た
。

in うちなだ
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内
灘
町
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会

で
は
、
七
月
二
十
七
日
（
金
）
内
灘

町
消
防
本
部
に
お
い
て
、
二
ク
ラ
ブ

に
対
し
優
良
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
鶴
ヶ
丘
北

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と
鶴
ヶ
丘
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
で
、
船
本
会
長
（
町
消
防

長
）
か
ら
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
、「
み
な
さ
ん
の
常
日
頃
の

活
動
は
、
火
災
予
防
に
大
変
役
立
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
一
層
防
火

思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
に
期
待
し

て
い
ま
す
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

両
ク
ラ
ブ
員
と
も
、
更
な
る
「
火

の
用
心
」
を
力
強
く
誓
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

内
灘
町
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
優
良
表
彰
式

「
ふ
る
さ
と
消
防
団
活
性
化
事
業
」
で

テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
導
入

内
灘
町
消
防
団
は
、
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
を
受
け
、

テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
を
購
入
し
各
分
団
に
配
備
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
各
種
災
害
や
訓
練
等

の
検
討
会
を
実
施
し
、
団
員
一
人
一

人
の
資
質
向
上
を
図
り
、
消
防
団
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も
更
な
る
消
防
団

の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●『
わ
た
し
の
愛
す
る
孤
独
』

メ
イ
・
サ
ー
ト
ン
　
著
　
落
合

お
ち
あ
い

恵け
い

子こ

訳

ア
メ
リ
カ
女
性
の
稟
と
し
た
知
性
を
代
表
す
る
メ

イ
・
サ
ー
ト
ン
。
彼
女
の
人
生
論
・
芸
術
論
、
そ
し
て
『
孤
独
』
に
つ
い
て
、

じ
っ
く
り
と
肉
声
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
高
く
、
心
豊
か
に

本
を
読
む
・・・
。

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

図ず

解か
い

で
わ
か
る
は
じ
め
て
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ

伊い

藤と
う

華は
な

子こ

絵
本
の
力

河か
わ

合い

隼は
や

雄お

水み
ず

木き

し
げ
る
の
妖
怪

よ
う
か
い

事じ

典て
ん

水み
ず

木き

し
げ
る

世せ

界か
い

で
い
ち
ば
ん
住
み
た
い
島

崎
山

さ
き
や
ま

克
彦

よ
し
ひ
こ

日
本
企
業
の
底
力

そ
こ
ぢ
か
ら

竹
中

た
け
な
か

平
蔵

へ
い
ぞ
う

歴れ
き

史し

教
科
書

き
ょ
う
か
し
ょ

何
が
問
題

も
ん
だ
い

か

小こ

森も
り

陽
一

よ
う
い
ち

孤こ

高こ
う

の
桜

さ
く
ら

井
上

い
の
う
え

佳よ
し

子こ

は
じ
め
て
の
そ
ば
打
ち
を
楽
し
む

講
談
社

こ
う
だ
ん
し
ゃ

・
編へ

ん

チ
カ
ラ
ビ
ト
の
国

乃の

南な
み

ア
サ

盛
年

せ
い
ね
ん

樋ひ

口ぐ
ち

恵け
い

子こ

さ
ん
ず
い
づ
く
し

別
役

べ
つ
や
く

実
み
の
る

も
ど
り
春

阿
久

あ

く

悠ゆ
う

森
の
な
か
の
海
上
・
下

宮
本

み
や
も
と

輝て
る

昔む
か
し
の
男

内
舘

う
ち
だ
て

牧ま
き

子こ

他

多

数

図
書
館情

報
◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本●『

大
地
の
歌
　
長
塚

な
が
つ
か

節
た
か
し

・
芦あ

し

田だ

高た
か

子こ

』

安や
す

田だ

暁あ
き

男お

著

豊
か
な
大
地
と
美
し
い
景
色
を
持
つ
日
本
の
ム
ラ

を
歌
っ
た
二
人
の
作
品
に
寄
せ
る
著
者
の
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に
、

第
五
章
『
芦
田
高
子
「
内
灘
」
の
闘
い
』
は
一
読
の
価
値
あ
り
。

●『
親
父
の
言
い
分
娘
の
言
い
分
』

水
島

み
ず
し
ま

裕
ゆ
た
か

・
水
島

み
ず
し
ま

広ひ
ろ

子こ

著

父
は
自
民
党
、
娘
は
民
主
党
。
と
も
に
医
学
者
の

政
治
家
親
子
が
医
療
、
高
齢
化
社
会
、
心
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
熱
く
論
じ

合
っ
た
政
治
対
論
集
。

〔
「
版
画
　
の
は
ら
の
う
た
」 

　
　
　
詩
・
く
ど
う
な
お
こ
　
童
話
社
刊
〕 
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テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
充
実

内
灘
町
消
防
本
部
で
は
、
九
月
九

日
の
「
救
急
の
日
」
を
控
え
て
、
火

災
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
、
家
庭
内
に
お
け
る
応
急
手

当
の
紹
介
を
始
め
ま
す
。

内
容
は
大
変
簡
単
で
、
誰
も
が
理

解
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
応
急
手
当
を

覚
え
て
い
た
だ
き
、
万
一
に
備
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週

違
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

火
災
等
の
発
生
時
に
は
こ
れ
ま
で

通
り
情
報
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

火
災
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
２
８
６
―
１
９
９
９

◇
今
月
の
特
設
本
コ
ー
ナ
ー

九
月
十
六
日
の
「
サ
ン
セ
ッ
ト
・

ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
」の
開
通
に
寄
せ
て
、

世
界
の
橋
の
写
真
集
を
展
示
し
ま
す
。

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所

蔵
や
予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵

書
が
検
索
で
き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.u
ch
in
ad
a.

ishikaw
a.jp/osirase/toshokan

手
作
り
絵
本
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
の
八
月
二
日
、
三
日
、

九
日
の
三
日
間
、
手
作
り
絵
本
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
小
学
生
は
二
十
名
。
講
師
は
高

松
手
作
り
絵
本
ク
ラ
ブ
会
員
の
鈴

木
晶
子
先
生
で
す
。

ま
ず
一
日
目
。
先
生
の
手
作
り

の
絵
本
に
よ
る
お
話
し
会
か
ら
始

ま
り
、
い
ろ
ん
な
種
類
の
絵
本
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
ど
う
い
う
絵
本
に
す
る
か
ス
ト

ー
リ
ー
を
考
え
ま
す
。「
絵
本
作

り
は
楽
し
い
遊
び
で
す
。
楽
し
み

な
が
ら
上
手
に
作
ろ
う
と
し
な
い

で
、
自
分
ら
し
く
。」
と
い
う
先

生
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、
下
書

き
を
終
え
ま
し
た
。

二
日
目
。
前
日
の
下
書
き
を
画

用
紙
に
本
書
き
し
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
子
ど
も
た
ち
は
下
書
き
を
終

え
て
お
り
、
柔
軟
な
発
想
に
驚
き

ま
し
た
。
文
が
途
中
で
次
の
ペ
ー

ジ
に
い
っ
て
い
る
子
、
絵
を
入
れ

る
場
所
が
分
か
ら
な
い
子
、
も
う

少
し
感
想
を
い
れ
ま
し
ょ
う
な

ど
、
最
終
的
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ

て
、
色
を
塗
り
、
色
紙
を
貼
っ
た

り
し
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
絵
本
ら
し

く
な
っ
て
き
て
、
子
ど
も
達
も
に

っ
こ
り
。
こ
こ
で
出
来
な
い
子
は

最
終
日
ま
で
の
宿
題
で
す
。

そ
し
て
最
終
日
。
製
本
で
す
。

思
い
思
い
の
色
の
紙
を
表
紙
に

し
、
厚
紙
を
貼
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
手
を
の
り
と
ボ
ン
ド
で
べ

た
べ
た
に
し
な
が
ら
、
一
生
懸
命

作
り
ま
し
た
。
と
て
も
素
敵
な
絵

本
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

先
生
に
出
来
上
が
っ
た
絵
本
を

発
表
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
と

て
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。「
ち
ょ

っ
と
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
楽

し
か
っ
た
。」
と
世
界
に
ひ
と
つ

の
自
分
だ
け
の
絵
本
を
手
に
記
念

撮
影
。
鈴
木
先
生
、
付
き
添
い
の

お
母
さ
ん
た
ち
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
小
坂
記
）

緊急時の通報

火災・救急・救助は

119番
火災等情報案内 286-1999
消防署一般電話 286-3301

台
風
に
備
え
る
　
そ
の
ポ
イ
ン
ト

2001.9.5.（7）

図

書
館

情
報

アンテナポール、 
支線の補強 

雨樋のつまりを除く 

排水溝の流れ 
をよくする 

家周りの小物を片付ける 

雨戸や 
板塀などの補強 

物干竿やベランダ 
の小物を取り込む 

瓦の点検 
（風で飛ばされやすい） 

納屋や物置き 
の危険物など 
の安全の確認 

気象情報をよく聞き
、

早めの対応を！
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

雨
季
真
っ
只
中
の
セ
ネ
ガ
ル
で
す
。
三
ヶ

月
余
り
降
り
続
く
雨
の
季
節
は
、
学
校
は
夏

休
み
。
町
の
子
供
た
ち
は
暇
を
持
て
余
し
て

い
ま
す
が
、
村
の
子
供
た
ち
は
農
作
業
で
大

忙
し
。大
人
も
子
供
も
朝
か
ら
畑
仕
事
で
す
。

主
要
な
作
物
は
落
花
生
、
ア
ワ
・
ヒ
エ
、
と

う
も
ろ
こ
し
、
オ
ク
ラ
な
ど
。
落
花
生
は
セ

ネ
ガ
ル
の
ト
ッ
プ
の
輸
出
農
作
物
で
も
あ
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
、
落
花
生
が
ど
の
よ
う
に

実
を
つ
け
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
な
ん

と
、
ニ
ン
ジ
ン
や
大
根
の
よ
う
に
地
中
に
実

が
な
る
の
で

す
。
根
っ
こ

の
部
分
に
ピ

ー
ナ
ッ
ツ
が

コ
ロ
コ
ロ
と

ぶ
ら
下
が
っ

て
、
と
て
も

可
愛
ら
し
い

ん
で
す
よ
。

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
約
三
ヶ
月
。
ピ
ー
ナ

ッ
ツ
は
油
や
石
鹸
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ソ
ー
ス
や

バ
タ
ー
、
絞
り
粕
は
肥
料
に
と
、
様
々
に
利

用
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
お
つ
ま
み
に
も
最

高
で
す
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
セ
ネ
ガ

ル
人
は
お
酒
は
飲
み
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
く
ま

で
お
や
つ
で
す
。

先
日
、
約
一
ヶ
月
ぶ
り
に
村
を
訪
れ
て
み

る
と
、
一
面
の
緑
に
覆
わ
れ
て
ま
っ
た
く
別

の
風
景
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
た
っ
ぷ
り
の

水
と
太
陽
を
浴
び
て
作
物
は
ぐ
ん
ぐ
ん
育

ち
、
私
の
背
丈
の
倍
ほ
ど
に
。
こ
の
美
し
い

緑
も
十
月
終
わ
り
に
は
す
っ
か
り
失
わ
れ
、

乾
い
た
大
地
が
戻
っ
て
き
ま
す
。
雨
の
力
っ

て
偉
大
で
す
ね
。

文
・
写
真
／
水
口
さ
ん
（
向
陽
台
）

（
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
セ
ネ
ガ
ル
に
赴
任
中
）

　
セ
ネ
ガ
ル
便
り
（8）
 

バ
オ
バ
ブ
の
木
の
下
で
〜 

バ
オ
バ
ブ
の
木
の
下
で
〜 

国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー 

これが落花生。
地中でピーナッツが育ってます。

村の子供は軽々と馬にまたがって、畑へ。
背丈の高い作物はヒエです。

作業を終えて帰路につく。
家族総出で馬車にて移動。

日
本
と
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
ー
ダ
ー
に

よ
る
交
流
を
進
め
て
い
る
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交

流
事
業
と
し
て
、
七
月
二
十
八
日
か
ら
三
泊
四
日
の

日
程
で
、
十
二
名
の
ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ

ー
グ
ル
ー
プ
が
本
町
を
訪
れ
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

滞
在
中
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
の
ほ
か
、
空
手
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
や
書
道
、

茶
道
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
と
、「
ド
イ
ツ
で
ま
た

会
い
ま
し
ょ
う
」
を
合
い
言
葉
に
、
末
永
い
交
流
を

誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

第
二
十
八
回 

 
日
独
ス
ポ
ー
ツ 

少
年
団
交
流
事
業 
日
独
ス
ポ
ー
ツ 

少
年
団
交
流
事
業 
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Kierryn's Corner
内灘町の皆さんこんにちは！私の名前はケリン・バウリング（Kierryn Bowring）です。（ケリンと呼んでくださ

い。）オーストラリアのゴールド・コーストから来ました。聞いたことがありますか？日本の人がよくワーキングホ

リデーや新婚旅行で行く観光都市です。内灘町と同じように海が有名です。

私の家族は５人で、父、母、兄、弟、私です。団子３兄弟です！実は日本に来るのは４回目になります。高校や

大学の時にも日本に留学していました。日本のことが大好きで友達をたくさん作りたいと思っています。８月19日

の内灘町サンド・バトル大会に参加された方々は私のことをもう知っているかもしれませんが（青帽子をかぶって

緑のタンクトップを来ていた外国の人が私です）、もし町内で見かけたらどうぞ遠慮なく日本語で（もちろん

EnglishもOK！）声をかけてください。内灘町の皆さんと仲良くしたいです！

オーストラリアではサンド・バトル大会みたいなイベントがないので、参加することができてとても嬉しいです。

帰国したらオーストラリアの子ども達にこのようなゲームを教えてあげたいです。とても喜ぶと思います。でも、

内灘町にいる間は、皆さんの知らない外国の文化を紹介したいと思っています。このためにも学校訪問や生涯学習

課のイベントに参加させていただきます。皆さんとお会いできることを楽しみにしています。よろしくお願いしま

す！

■N a m e : Kierryn Bowring 
　 　 名　　前 : ケリン・バウリング 
■Country : Australia 
　 　 国　　籍 : オーストラリア 
■Birthday : 11/14/1977 
　 　 誕 生 日 : 1977年11月14日 
■F am i l y : ５ People 
　 　 家　　族 : ５人（父、母、兄、弟、私） 
■Hobbies : Gym, swimming, running 
 and listening to music 
　 　 趣　　味 : 筋トレ、水泳、ジョギング、 
 音楽を聞くこと 

Good morning. My name is Kierryn Bowring 
and I come from the Gold Coast, Australia. 
おはようございます。私の名前はケリン・バウリングです。オ
ーストラリアのゴールド・コーストから来ました。 

I am 23 years old and I have five people in my 
family. My hobbies are going to the gym, 
swimming and running. 
私は23歳で家族は5人です。趣味はジムに行くことと水泳とジ
ョギングです。 

I like Japanese food and my favorite food is 
tofu. 
日本の食べ物が好きで1番好きなのは豆腐です。  

Now you try your own self-Introduction！ 

"Self Introduction". 
（ワンショット・レッスン「簡単な自己紹介」。） 
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う
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皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

八
月
四
日
（
土
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
高
齢
者

の
か
く
し
芸
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
夏
ま
つ

り
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

大
変
人
気
が
あ
り
、
今
年
も
会
場
は
満
席
、
始
終
賑
や

か
な
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

齢
者

か
く
し
芸
大
会

高

谷
本
県
知
事
来
町

八
月
十
八
日
（
土
）
内
灘
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て

「
ほ
っ
と
石
川
　
内
灘
町
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
谷
本
正
憲

石
川
県
知
事
が
内
灘
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
町
内
視
察
と
し
て
、
九
月
十
六
日
に
開
通
式
を
迎
え
る

サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
夕
陽
ヶ
丘

苑
、
そ
し
て
白
帆
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
内
灘
町
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
料

理
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。「
ゴ
リ
の
佃
煮
」
と
い
っ
た
定
番
の

郷
土
料
理
か
ら
、「
ら
っ
き
ょ
の
フ
ラ
イ
」
と
い
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
溢
れ
る
創
作
料
理
ま
で
。
ま
る
で
、
ホ
テ
ル
で
の
パ
ー
テ

ィ
ー
を
思
わ
せ
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
品
々
に
、
知
事
を
初
め
と
す

る
参
加
者
の
方
々
、
み
な
一
様
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

会
食
に
よ
り
す
っ
か
り
和
や
か
に
な
っ
た
雰
囲
気
の
中
で
開
催

さ
れ
た
懇
談
会
で
は
、
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
Ｚ
Ｅ

Ｒ
Ｏ
」
と
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
、
婦
人
会
、
老
人

会
と
い
っ
た
団
体
の
代
表
二
十
五
名
が
出
席
し
、
県
政
、
そ
し
て

町
政
に
つ
い
て
の
質
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
町
民
か
ら
の
生
の

声
と
あ
っ
て
、
谷
本
知
事
、
岩
本
町
長
と
も
に
、
細
か
く
、
わ
か

り
易
く
、
予
定
時
刻
を
大
幅
に
超
え
る
ほ
ど
の
熱
の
入
り
よ
う
で
、

石
川
県
、
内
灘
町
の
将
来
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

っ
と
石
川

内
灘
町
の
つ
ど
い

ほ

華麗な舞も披露されました。

楽しい踊りが笑いを誘いました。
「笑いは長寿の源だよ」と、司会を努めた
東口さんもおっしゃっていました。
また来年もお会いしましょう！
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サ
ン
ド
バ
ト
ル

イ
ン

ウ
チ
ナ
ダ
ビ
ー
チ
開
催

八
月
十
九
日
（
日
）
内
灘
海
水
浴
場
に
お
い
て
サ
ン

ド
バ
ト
ル

イ
ン

ウ
チ
ナ
ダ
ビ
ー
チ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
内
灘
体
育
館
で
行
わ
れ
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
と
あ
わ
せ
、
第
二
十
回
内
灘
町
子
ど
も
大
会
の
競
技

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
町
内
小
学
生
約
百
二
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

サ
ン
ド
バ
ト
ル
と
は
雪
合
戦
の
砂
浜
版
？
と
い
っ
た

競
技
で
、
玉
入
れ
の
玉
を
相
手
チ
ー
ム
に
あ
て
て
全
滅

さ
せ
る
か
、
相
手
陣
地
に
あ
る
フ
ラ
ッ
グ
を
取
れ
ば
勝

ち
と
い
う
も
の
。
子
ど
も
た
ち
は
、
足
を
と
ら
れ
、
砂

ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
、
砂
浜
で
の
新
し
い
競
技
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
in

Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ａ

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ

Ｓ

七
月
三
十
一
日
（
火
）
河
北
潟
干
拓
地
で
「
ひ
ま

わ
り
村
」
の
開
村
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
と
な
の

背
丈
ほ
ど
に
ま
で
育
っ
た
ひ
ま
わ
り
を
活
か
し
た
巨

大
な
迷
路
が
有
名
な
「
ひ
ま
わ
り
村
」。
内
灘
町
か

ら
参
加
し
た
宮
坂
保
育
所
、
北
部
保
育
所
の
園
児
た

ち
も
大
喜
び
で
迷
路
を
駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
わ
り
村

開
村
式

ひ

内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
灘
町
役
場
総
務
課
広
報
係

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７

八
月
十
九
日
（
日
）
内
灘
町
文
化
会
館
に
お
い
て

「
第
七
回
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
内
灘
民
謡
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
こ
の
イ
ベ

ン
ト
。
午
後
一
時
か
ら
の
公
演
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

午
前
九
時
か
ら
最
初
の
お
客
さ
ん
が
来
る
ほ
ど
の
人

気
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

明
宏
支
部
の
津
軽
三
味
線
曲
弾
き
で
幕
を
開
け
、

唄
、
尺
八
、
踊
り
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
ス
テ

ー
ジ
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
は
公
演
に
際
し
て
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
寄
附
を
目
的
と
し
た
募
金
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ャ
リ
テ
ィ
ー

内
灘
民
謡
ま
つ
り

チ

八
月
十
七
日
（
金
）
友
好
都
市
で
あ
る
中
国
呉
江

市
か
ら
の
技
術
研
修
生
が
八
月
い
っ
ぱ
い
で
帰
国
す

る
こ
と
を
受
け
て
、
岩
本
町
長
宅
で
送
別
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
の
は
研
修
生
十
三
名
に
加
え
、

通
訳
と
し
て
研
修
生
を
支
え
、
町
と
の
橋
渡
し
役
と

し
て
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
成セ

イ

さ
ん
と
林リ

ン

さ
ん

の
二
名
の
合
わ
せ
て
十
五
名
。

十
三
名
の
研
修
生
の
う
ち
九
名
は
約
半
月
の
休
暇

を
終
え
た
後
、
再
び
来
日
す
る
も
の
の
、
四
名
は
内

灘
で
の
研
修
を
終
え
、
呉
江
市
で
の
新
た
な
生
活
を

始
め
ま
す
。
今
後
は
内
灘
町
と
呉
江
市
、
さ
ら
に
は

日
本
と
中
国
の
交
流
に
こ
の
研
修
の
経
験
を
活
か
し

た
い
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

江
市
技
術
研
修
生

送
別
会

呉

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス
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暮
ら
し
の
情
報

役 場 代 表 286－1111

町　民　部

町民生活課 286－6701
保健センター 286－6101
保険年金課 286－6702

介護保険室 286－6703

産業建設部

産業経済課 286－6708

建　設　課 286－6710

都市計画課 286－6712

北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生涯学習課 286－6716
学校教育課 286－6717

総　務　部
総　務　課 286－6720
総務課受付 286－6721
企画調整課 286－6723
税　務　課 286－6706

企　業　局
水　道　課 286－1115
下水道課 286－6718

出　納　室 286－6707
議会事務局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図　書　館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
（財）公共施設等管理公社

286－1800
社会福祉協議会

286－6950

お問い合わせは
こちらまで

主
催
▼
く
れ
よ
ん
の
会

後
援
▼
内
灘
町
教
育
委
員
会
、
北
國
新
聞
社
、

い
し
か
わ
子
育
て
支
援
財
団

問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
登
録
）
募
集

在
宅
の
高
齢
者
や
障
害
者
を
訪
問
し
て
介
護

や
介
助
を
す
る
仕
事
で
す
。

あ
い
て
い
る
時
間
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員
▼
５
名
程
度

応
募
資
格
▼

55
歳
く
ら
い
ま
で
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

以
上
の
資
格
を
有
す
る
方

勤
務
条
件
▼

・
賃
金
は
内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会
規
定
に
よ
る

・
労
災
保
険
、
在
宅
福
祉
総
合
保
障
保
険
あ
り

応
募
要
領
▼

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
交
付
す
る
願
書
に
履

歴
書
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間
▼

〜
９
月
末
日
ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

保
健
セ
ン
タ
ー
内

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
灘
町
長
寿
祝
券
特
定
事
業
者

の

募

集

に

つ

い

て

内
灘
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
敬
老
事
業
の
一

環
と
し
て
「
内
灘
町
長
寿
祝
券
」
を
高
齢
者
の

方
々
に
支
給
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
祝
券
を
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
け
る

事
業
者
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

①
対
象
は
、
内
灘
町
内
の
店
舗
等
で
事
業
を
営

む
民
間
業
者
等
で
す
。

（
例：

小
売
業
・
飲
食
店
、
そ
の
他
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
）

②
特
定
事
業
者
の
登
録
を
受
け
る
場
合
は
必
ず

内
灘
町
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

（
登
録
を
受
け
た
事
業
者
に
は
登
録
証
票
等

を
交
付
し
ま
す
。）

今
後
も
随
時
受
付
し
ま
す
の
で
、
町
内
事

業
者
の
方
々
に
は
是
非
登
録
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

「

地

域

と

と

も

に

」

日
時
▼
９
月
22
日
（土）

午
後
２
時
〜

場
所
▼
内
灘
町
文
化
会
館
３
Ｆ
視
聴
覚
室

場
所
▼
夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

申
込
み
▼
資
料
の
準
備
上
、
前
日
ま
で
に
お
電

話
で
、
左
記
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
８
６
―
９
９
１
２

料
金
▼
無
料

高
齢
者
の
独
り
暮
ら
し
の
方
へ

内
灘
町
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
で
独
り
暮
ら

し
の
方
を
対
象
に
、
実
態
把
握
の
た
め
、
随
時
、

夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談

員
が
お
宅
を
訪
問
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
員
が
訪
問
し
ま
し
た
ら
、
独
り
暮
ら
し

で
頑
張
っ
て
い
る
様
子
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。ま

た
、
将
来
の
介
護
の
心
配
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

痴
呆
予
防
「
陽
だ
ま
り
介
護
教
室
」

の

お

知

ら

せ

今
年
度
の
介
護
教
室
も
９
月
で
４
回
目
と
な

り
ま
す
。

９
月
、
10
月
の
介
護
教
室
は
、
痴
呆
の
知
識

や
対
応
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

月 日 曜日 回数 内　　　容 対象者

9

10

18

16

（火）

（火）

第4回

第5回

痴呆介護の心得
「環境を整えよう」
～こうして悪化を

防ごう～

主に○○○

介護経験者

主に○○○

介護経験者

痴呆介護の心得
「困った症状の

こんな対応例」
～マニュアルどおりに

いかない痴呆～
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暮
ら
し
の
情
報

月

見

の

お

茶

会

秋
の
夜
長
、
こ
こ
ち
よ
い
夜
風
に
す
す
き
の

囁さ
さ
や
き
に
誘
わ
れ
て
、
月
の
あ
か
り
で
一
服
い
か

が
。内

灘
町
茶
道
協
会
で
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館

隣
の
「
惜
亭

せ
き
て
い

」
に
於
い
て
月
見
の
お
茶
会
を
い

た
し
ま
す
。

広
く
町
民
の
み
な

さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
▼
９
月
30
日
（日）

午
後
６
時
〜

場
所
▼
惜
亭
（
内
灘
町
歴
史
民
俗
資
料
館
隣
）

参
加
費
▼
お
菓
子
代
等
５
０
０
円
を
当
日
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
み
▼
９
月
20
日
（木）
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
▼

生
涯
学
習
課
ま
た
は
、
内
灘
町
茶
道
協
会
事

務
局
（
三
野
）（
☎
２
３
８
―
９
４
７
７
）

第
９
回
内
灘
町
工
芸
協
会

浅
の
川
画
廊
展
の
開
催

日
時
▼
９
月
18
日
（火）
〜
９
月
23
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分

但
し
23
日
（日）
は
午
後
５
時
ま
で

場
所
▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
浅
の
川
画
廊

金
沢
市
橋
場
町
９
番
20
号

浅
の
川
ハ
イ
ム
１
階

☎
２
２
２
―
５
０
４
３

成

人

式

の

ご

案

内

平
成
14
年
の
成
人
式
を
、
次
の
と
お
り
挙
行

し
ま
す
。

日
時
▼
平
成
14
年
１
月
13
日
（日）

午
前
10
時

会
場
▼
内
灘
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先
▼
文
化
会
館

古
自
転
車
を
実
費
で
回
収
し
ま
す

日
時
▼
９
月
16
日
（日）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
時
間
厳
守
・
雨
天
決
行
）

場
所
▼

一
、
内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
旧
役
場
庁
舎
）

二
、
ア
カ
シ
ア
公
民
館

三
、
西
荒
屋
公
民
館

※
お
近
く
の
会
場
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

引
取
り
価
格
▼
子
供
用
・
大
人
用
を
問
わ
ず
、

一
台
３
０
０
円

注
意
事
項
▼
釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

金
沢
医
科
大
学
附
属
看
護
専
門
学
校

「
社
会
人
特
別
推
薦
入
学
試
験
」
を
実
施

金
沢
医
科
大
学
附
属
看
護
専
門
学
校
で
は
平

成
14
年
度
入
試
か
ら
、
高
等
学
校
卒
業
後
３
年

以
上
を
経
過
し
、
社
会
人
（
就
業
）
の
経
験
が

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
「
社
会
人
特
別
推
薦
入

学
試
験
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

募
集
人
員
▼
若
干
名

出
願
期
間
▼
11
月
５
日
（月）
〜
11
月
12
日
（月）

試
験
期
日
▼
12
月
２
日
（日）

試
験
内
容
▼
小
論
文
、
面
接

試
験
会
場
▼

金
沢
医
科
大
学
附
属
看
護
専
門
学
校

問
い
合
わ
せ
先
▼

金
沢
医
科
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
看
学
入
試
係

☎
２
８
６
―
２
２
１
１

内
線
２
５
３
２
〜
２
５
３
４

FAX
２
８
６
―
６
２
７
９

e
メ
ー
ル：n

yu
si@
kan
azaw

a
¯m
ed
.ac.jp

平
成
13
年
度
河
北
郡
広
域
事
務

組
合
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

河
北
郡
広
域
事
務
組
合
で
は
次
の
と
お
り
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員
▼
３
名
程
度

職
種
▼
技
術
職

受
験
資
格
▼
河
北
郡
在
住
で
、
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
し
、
昭
和
51
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
間
▼

９
月
５
日
（水）
〜
９
月
19
日
（水）

受
験
手
続
▼
申
込
用
紙
は
、
河
北
郡
広
域
事
務

組
合
庶
務
課
に
お
い
て
交
付
し
ま
す
。
必
要

な
事
項
を
記
入
し
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書

を
添
付
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時
及
び
場
所
▼

９
月
28
日
（金）

午
前
９
時
よ
り
受
付

河
北
郡
広
域
事
務
組
合
　
２
階
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先
▼

受
験
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
組
合
庶

務
課
（
☎
２
８
８
―
４
５
４
５
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座（
実
践
編
）の
ご
案
内

読
み
聞
か
せ
を
実
践
す
る
に
当
た
っ
て
の
知

識
・
技
術
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

日
時
▼

①
９
月
26
日
（水）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

講
　
師
　
細
川
　
律
子

（
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
や
ま
ん
ば
」）

テ
ー
マ
　
お
は
な
し
の
実
践
・
す
ば
な
し

の
語
り

②
10
月
25
日
（木）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

講
　
師
　
大
西
　
晶
子

（「
な
か
よ
し
文
庫
」「
金
沢
お
は
な
し
の
会
」）

テ
ー
マ
　
絵
本
と
お
は
な
し
の
お
話
会
を

楽
し
も
う

③
11
月
22
日
（木）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

講
　
師
　
野
間
　
成
之

（「
金
沢
子
ど
も
の
本
研
究
会
」）

テ
ー
マ
　
紙
芝
居
の
お
も
し
ろ
さ

※
３
回
と
も
出
席
出
来
る
方

定
員
▼
30
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

場
所
▼
内
灘
町
文
化
会
館

受
講
料
▼
無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

図
書
館
ま
で



9月は介護保険料の納期です 9月は介護保険料の納期です 9月は介護保険料の納期です 

介護保険からのお知らせ 
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暮
ら
し
の
情
報

○普通徴収（口座振替・納付書による金融機関への納付）
平成12年度中に65歳に到達し、第１号被保険者の資格を取得された方は、平成13年９月までは年金からの天

引きができませんので、平成13年度第１期（７月）・第２期（９月）については、引き続き普通徴収による納付

となります。

平成13年度中に65歳に到達される方については、平成14年９月までは普通徴収となります。

（普通徴収の納期）

なお、平成13年９月をもって保険料の軽減措置が終了し、10月からは本来の保険料を納めていただく
ことになりますので、ご注意ください。

普通徴収（年金から天引きとならない方）の平成13年度第２期分の納期限は、10月１日（月）
です。納め忘れのないようにお願いします。

○特別徴収（年金からの天引き）
現在、年金から天引きされている方については、平成13年４月・６月・８月の年金支給時には、平成13年２月

に天引きされた金額と同額が仮徴収されます。

10月以降の天引き額については、平成13年度課税所得状況（平成12年中の所得）により、保険料区分・保険

料額が決定します。

◎介護保険に関するお問い合わせは　保険年金課介護保険室　☎286－6703（直通）

平成13年度

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期

７月10日～

７月31日

９月１日～

10月１日

11月１日～

11月30日

１月１日～

１月31日

３月１日～

４月１日

平成13年度の介護保険料

保険料の納入には便利な口座振替を

保険料の納入には口座振替による納入が便利です。金融機関・

郵便局・役場で手続きができます。

年 金 の お 届 け も お 忘 れ な く

年金についての届け出が遅れると、年金が受けられなくなり、

介護保険料の天引きができなくなる場合があります。年金の現況

届は速やかに提出しましょう。



国民健
康保険
被保険者

老人保
健法の
受給者

介護
保険

月　日 場　　　所 書換えの時間 対象地区

入
院
医
療
費
に
か
か
る
減
額

認
定
証
の
発
行
に
つ
い
て

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
申
請
に
よ
り

入
院
及
び
食
事
に
つ
い
て
減
額
の
認
定
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

●
入
院
時
一
部
負
担
金

●
入
院
時
食
事
標
準
負
担
額

老人保健法の

受給者

住民税非課税

世帯

住民税非課税

世帯で老齢福

祉年金受給者

2001.9.5.（15）

現
在
ご
使
用
の
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
」
は
平
成
13
年
９
月
30
日
で
期
限
切
れ
と
な

り
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

新
し
い
保
険
証
は
、
左
記
の
日
程
で
交
付
し

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
忘
れ
ず
取
り
に
き

て
く
だ
さ
い
。
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
10
月

１
日
以
後
役
場
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

◎
当
日
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

・
現
在
使
用
中
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

※
保
健
婦
等
に
よ
り
血
圧
測
定
等
の
健
康
相
談

も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

被
保
険
者
証
の
一
人
１
枚
交
付
は
平
成
15

年
度
を
目
処
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
13

年
度
よ
り
準
備
の
整
っ
た
市
町
村
か
ら
順
次
被

保
険
者
証
を
カ
ー
ド
化
し
、
一
世
帯
１
枚
か
ら

一
人
１
枚
の
交
付
方
法
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
当
町
で
も
カ
ー
ド
化
に
向
け
て
県
内
市

町
村
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

町
民
の
皆
様
か
ら
「
い
つ
か
ら
カ
ー
ド
化
す

る
の
か
。」
と
の
問
い
合
わ
せ
が
多
数
あ
り
ま

す
が
、
実
施
は
平
成
15
年
度
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
11
年
10
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

注：

老
人
保
健
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
方

（
70
歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
障
害

認
定
を
受
け
た
方
）
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
９
月
17
日
（月）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保
険

証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険（
社
会
保

険
・
共
済
等
）に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

９
月
は
国
民
健
康
保
険
証
の
書
換
え
月
で
す

医療費の一割、

ただし、一ヶ月

上限37,200円

医療費の一割、

ただし、一ヶ月

上限24,600円

医療費の一割、

ただし、一ヶ月

上限15,000円

780円 780円 780円

650円 650円

500円

500円 500円

300円 300円 300円

一　　般

90日までの
入院

90日を超える
入院（過去12
ヶ月の入院）

住民税非
課税世帯

住民税非課税世帯で
老齢福祉年金受給者

９月21日

（金）

９月26日

（水）

９月27日

（木）

９月28日

（金）

大根布公民館

大清台公民館

大 学 公 民 館

宮 坂 公 民 館

西荒屋公民館

室 公 民 館

向粟崎公民館

千鳥台公民館

緑 台 公 民 館

旭ヶ丘公民館

アカシア公民館

鶴ヶ丘西公民館

鶴ヶ丘北公民館

鶴ヶ丘東公民館

向陽台公民館

09：00～10：30

10：45～12：00

13：00～14：30

14：45～16：30

09：00～10：40

10：50～12：00

13：00～15：00

09：00～10：20

10：30～12：00

13：00～14：30

14：45～16：30

09：00～10：30

10：40～12：00

13：00～14：40

14：50～16：30

大根布1～8丁目

大清台

大学・ハマナス

宮坂

西荒屋

室、湖西

向粟崎

千鳥台

緑台

旭ヶ丘

アカシア

鶴ヶ丘4丁目

鶴ヶ丘5丁目、大根布と番地

鶴ヶ丘1、2、3丁目

向陽台

◎
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課
　
☎
２
８
６
―
６
７
０
２
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○保険料の時効（ほけんりょうのじこう）
納期限から２年を過ぎると、未納となっていた保険料は、時効
により納められなくなります。
しかし、免除制度によって免除されていた保険料の納付に関し
ては、10年以内ならさかのぼって納めること（追納）ができま
す。（学生納付特例期間も含む）

○物価スライド制（ぶっかすらいどせい）
その時々の物価に応じて年金額の改定を行う「完全自動物価ス
ライド制」が導入されており、年金の価値は将来にわたり目減り
しません。

○終身年金（しゅうしんねんきん）
老齢の年金受給者は生存している限り支給されます。いくら長
生きしても年金が支給されるということです。

○高齢任意加入（こうれいにんいかにゅう）
60歳になるまでに年金を受けるための資格期間を満たすこと
ができない人は、65歳になるまで加入して、不足期間を満たす
ことができます。
また、すでに資格期間は満たしているが20歳～60歳の間に未
納期間等があり、年金額を満額に近づけたいという人は、65歳
になるまで加入することができます。
なお、昭和30年４月１日以前に生まれた人については、65歳
までに25年を満たせなければ、70歳まで任意加入することがで
きます。

国民年金単語帳

暮
ら
し
の
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報Q&A● ● ● ● ● ●Q&A● ● ● ● ● ●Q&A● ● ● ● ● ●Q&A●● ● ● ● ●Q&

A
●
●
●
●
●
●
Q
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A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●

●
●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●

●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●

●
●

20歳の学生です。親から仕送り
を受けていますが、保険料まで親
に負担してもらうのは気がひけま
す。免除してもらうことはできな
いでしょうか。

ＱＱＱＱ

学生本人の収入によって、保険
料納付が猶予される納付特例制度
があります。

20歳以上であれば学生でも国民年金に加入
して保険料を納めることになっています。これ
は、学生期間中に起きた事故や病気による障害
についても保障していこうという考えです。
しかし、一般的には学生は収入がなく、保険
料を自分自身で負担するのが困難です。そこで、
学生本人の所得が68万円以下の場合、申請す
ると保険料が猶予されます。猶予期間は年金の
受給資格期間に含まれますが、老齢基礎年金額
の計算には含まれません。
猶予された期間は、10年以内であれば追納
できますので、就職してから納めるようにしま
しょう。

ＡＡＡＡ

◎
基
礎
年
金
番
号
と
は
、
20
歳
に
な
り
国
民
年

金
に
加
入
し
た
と
き
や
、
就
職
し
て
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き
な
ど
、
公

的
年
金
に
初
め
て
加
入
し
た
時
の
年
金
番
号

が
、
加
入
制
度
が
変
わ
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま

�
こ
ん
な
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
�

１
つ
の
番
号
で
使
用
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
。

年
金
手
帳
の
記
号
番
号
が
基
礎
年
金
番
号
に

な
り
ま
す
の
で
、
特
別
な
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

年
金
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

年
金
に
つ
い
て
の
情
報
を
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
社
会
保
険
庁
コ
ー
ナ
ー
）
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

年
金
の
請
求
手
続
き
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
の
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
ア
ド
レ
ス・・・http

://w
w
w
.sia
.g
o
.jp

◆
収
録
情
報・・・
年
金
請
求
の
手
続
き

年
金
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

公
的
年
金
の
基
礎
知
識

年
金
に
関
す
る
届
書
の
書
き
方

お
よ
び
手
続
き

年
金
相
談
窓
口
の
案
内

あ
な
た
だ
け
の
基
礎
年
金
番
号
が
あ
り
ま
す

年

金

相

談

過
去
の
年
金
加
入
記
録
や
加
入
変
更
の

流
れ
な
ど
が
把
握
で
き
る
の
で
、
年
金
相

談
の
ニ
ー
ズ
に
充
分
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

年
金
の
裁
定
時

年
金
を
受
給
で
き
る
年
齢
に
な
っ
た
人

が
裁
定
請
求
を
行
っ
た
場
合
、
過
去
の
加

入
歴
を
本
人
が
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
も

大
丈
夫
で
す
。

届
け
出
を
忘
れ
た
時

つ
い
う
っ
か
り
届
出
を
忘
れ
て
い
る
方

に
届
出
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
届
出
も
れ
に
よ
り
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
て
将
来
低
い
年

金
額
に
な
っ
た
り
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
よ
う
な
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

知っておきた
い

⬅

⬅



団
体
の
部

◎
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

３
　
位

◎
剣
　
道
　
男
　
子

◎
剣
　
道
　
女
　
子

優
　
勝
　

◎
野
　
　
　
　
　
球

３
　
位

個
人
の
部

◎
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

伊
戸
川
美
奈
（
三
年
）
６
　
位

田
中
ち
ひ
ろ
（
二
年
）

根
布
長
　
晶
（
三
年
）

宮
田
　
由
貴
（
三
年
）
３
　
位

◎
陸
　
　
　
　
　
上

豊
原
　
昇
吾
（
三
年
）
９
　
位
　

◎
卓
　
　
　
　
　
球

井
上
　
　
愛
（
二
年
）

◎
剣
　
　
　
　
　
道

岩
井
　
　
彩
（
三
年
）
３
　
位
　
　

高
　
真
紗
代
（
二
年
）
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第
53
回
石
川
県
民
体
育
大
会 

男
子
第
３
位
・
女
子
第
４
位 

 

お
疲
れ
様
で
し
た 

第
53
回
石
川
県
民
体
育
大
会

は
、
８
月
11
日
と
12
日（
一
部

冬
季
、
７
月
31
日
）の
両
日
、
小

松
市
を
中
心
に
南
加
賀
地
区
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内
灘
町
か
ら
は
、
485
名
の
選

手
・
役
員
を
送
り
出
し
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
男
子
の

部
で
は
、
柔
道
と
空
手
道
競
技

は
、前
人
未
到
の
10
連
覇
達
成
。

ま
た
、
そ
の
他
の
種
目
で
も
、

団
体
と
個
人
を
合
わ
せ
11
種
目

で
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

総
合
順
位
は
、
男
子
は
昨
年
の

第
５
位
か
ら
上
回
り
、
第
３
位
。
２
位
野
々
市
町
と
の
差
は
、
わ
ず

か
に
３
点
、
優
勝
の
津
幡
町
と
は
、
33
点
差
で
し
た
。
女
子
は
昨
年

と
同
じ
順
位
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
県
体
は
、
松
任
市
・
石
川
郡

が
主
会
場
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
開
会
式
の
席
上
、
永
年
の
体
育
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
県
下

84
名
の
方
々
に
石
川
県
体
育
大
会
協
会
功
労
者
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

◎
石
川
県
体
育
協
会

功
労
者
表
彰
（
内
灘
町
関
係
分
）

・
桐
山
　
一
人
氏

（
柔
道
・
大
学
２
）

・
馬
淵
　
栄
二
氏

（
水
泳
・
旭
ヶ
丘
）

◎
２
部
総
合
成
績
（
33
町
村
）

◎
内
灘
町
競
技
別
上
位
成
績

第
１
位

男
子：

空
手
道（
団
体
・
個
人
）・
柔
道

自
転
車
・
綱
引
・
弓
道
・
サ
ッ
カ
ー

テ
ニ
ス
・
卓
球（
個
人
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
個
人
）

女
子：

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

第
２
位

男
子：

ボ
ウ
リ
ン
グ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

女
子：

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

第
３
位

男
子：

卓
球
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
剣
道
（
個
人
）

女
子：

武
術
太
極
拳（
個
人
）

平
成
13
年
度

北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会

内
灘
中
学
校

優
　
勝

津
幡
町
　

629

野
々
市
町
　

490.5

準
優
勝

野
々
市
町
　

599

津
幡
町
　

447.5

第
３
位

内
灘
町
　

596

鶴
来
町
　

417.5

第
４
位

鶴
来
町
　

588

内
灘
町
　

357.0

第
５
位

辰
口
町
　

492

七
塚
町
　

355.0

第
６
位

寺
井
町
　

437

美
川
町
　

330.0

男
子
の
部
　
　
点数

女
子
の
部
　
　
点数

全
国
大
会
出
場

全
国
大
会
出
場

全
国
大
会
出
場

団体の部で優勝、全国大会出場を決めた剣道女子の皆さん

３位に入賞した
女子ソフトテニスの皆さん
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〜
Ｉ
Ｔ
化
に
対
抗
し
て
、

漢
字
能
力
を
復
活
さ
せ
ま
せ
ん
か
？
〜

日
　
程
▼

10
月
〜
　
毎
週
木
曜
日
　
全
６
回

（
10
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日

11
月
１
日
・
８
日
）

時
　
間
▼

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講
　
師
▼

（
財
）
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

派
遣
講
師

場
　
所
▼

働
く
婦
人
の
家
　
２
階
　
講
習
室

受
講
料
▼

無
料
　
但
し
教
材
費
は
自
己
負
担

（
２，

０
０
０
円
程
度
）

定
　
員
▼
30
名

そ
の
他
▼

文
部
省
認
定
の
日
本
漢
字
能
力
検
定
試
験
が

１
月
下
旬
頃
あ
り
ま
す
。
講
座
で
基
礎
を
養

い
、
受
験
を
め
ざ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
受
験
料
２，

０
０
０
円
程
度
は
自
己
負
担
）

締
め
切
り
▼
９
月
21
日
（金）

「
漢
字
検
定
受
験
講
座
」

生

徒

募

集

〜
手
持
ち
の
画
材
で
、
貴
方
の
想
い
を

絵
手
紙
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
〜

日
　
程
▼

９
月
25
日
〜
12
月
11
日
ま
で

第
２
・
４
火
曜
日
　
全
６
回

（
９
月
25
日
、
10
月
９
日
・
23
日
、

11
月
13
日
・
27
日
、
12
月
11
日
）

時
　
間
▼

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

講
　
師
▼

宮
下
外
茂
子

場
　
所
▼

働
く
婦
人
の
家
　
２
階
　
図
書
室

受
講
料
▼

無
料
　
但
し
教
材
費
は
自
己
負
担

定
　
員
▼
15
名

そ
の
他
▼

日
程
後
半
は
年
賀
状
作
り
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

締
め
切
り
▼

９
月
21
日
（金）

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

「

絵

手

紙

教

室

」

に

参

加

し

ま

せ

ん

か

〜
可
愛
い
お
人
形
を

手
作
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
〜

日
　
程
▼

10
月
15
日
〜
毎
週
月
曜
日
全
６
回

（
10
月
15
日
・
22
日
・
29
日
、

11
月
５
日
・
12
日
・
19
日
）

時
　
間
▼

午
後
２
時
〜
４
時

講
　
師
▼

橋
谷
外
代
美

場
　
所
▼

働
く
婦
人
の
家
　
１
階
　
和
室

受
講
料
▼

無
料
　
但
し
教
材
費
は
自
己
負
担

定
　
員
▼
15
名

そ
の
他
▼

教
材
は
２
種
類
の
う
ち
お
好
き
な
方
を
選
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

締
め
切
り
▼

９
月
28
日
（金）

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

「
木
目
込
人
形
教
室
」

に

参

加

し

ま

せ

ん

か

「
働
く
婦
人
の
家
」
講
座
・
教
室
参
加
者
募
集

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
働
く
婦
人
の
家
　
☎
２
３
７
―
６
４
４
０
（
月
〜
金
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

チ

ャ

イ

ル

ド

シ

ー

ト

購
入
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
対
象
に
（
１
児
童
１

回
）
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
金
額
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
金
額

の
３
分
の
１
で
上
限
は
５，

０
０
０
円
で
す
。

●
印
か
ん
、
保
護
者
名
義
の
銀
行
口
座
番
号

●
シ
ー
ト
購
入
時
の
領
収
書

●
シ
ー
ト
の
保
証
書
ま
た
は
取
扱
説
明
書

を
も
っ
て
町
民
生
活
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

を

開

催

し

ま

す

10
月
は
『
行
政
書
士
制
度
強
調
月
間
』
で
す
。

石
川
県
行
政
書
士
会
で
は
こ
の
期
間
中
に
『
無

料
相
談
会
』
を
開
催
し
、
相
続
、
遺
言
な
ど
暮

ら
し
に
関
す
る
手
続
き
・
会
社
設
立
な
ど
独
立

開
業
に
伴
う
許
認
可
申
請
に
関
す
る
手
続
き
に

つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

《
電
話
に
よ
る
行
政
書
士
無
料
相
談

『
行
政
書
士
１
１
０
番
』
》

日
時
▼
10
月
５
日
（金）
・
６
日
（土）
・
７
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

☎
２
６
８
―
９
１
１
０

《
面
談
に
よ
る
行
政
書
士
無
料
相
談
・

金
沢
地
区
会
場
》

日
時
▼
10
月
７
日
（日）
・
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
▼
ア
ル
プ
ラ
ザ
金
沢
２
Ｆ（
金
沢
市
諸
江
町
）
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能

登

有

料

道

路

夜
間
通
行
止
の
お
知
ら
せ

能
登
有
料
道
路
に
お
い
て
、
跨
道
橋
撤
去
工

事
の
た
め
、
左
記
の
と
お
り
夜
間
通
行
止
を
行

い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
石
川
県
鹿
島
郡
中
島
町
田
岸
地
内

（
横
田
イ
ン
タ
ー
〜
此
木
イ
ン
タ
ー
間

Ｌ
＝
16．
２
km
）

規
制
内
容
▼
夜
間
通
行
止

規
制
期
間
▼
９
月
18
日
（火）

夜
８
時
か
ら

９
月
19
日
（水）

朝
６
時
ま
で

迂
回
路
▼
主
要
地
方
道
　
富
来
中
島
線
、

国
道
249
号
線

規
制
箇
所
図
▼

問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
県
道
路
公
社
有
料
道
路
事
務
所

☎
０
７
６
７
―
２
２
―
６
０
９
０

”サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
“

開

通

記

念

絵

画

展

サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
開
通
記
念
絵
画

展
を
内
灘
庁
舎
６
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
左
記
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
　
時
▼
９
月
11
日
（火）
〜
16
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

但
し
16
日
（日）
は
午
後
５
時
ま
で

出
展
数
▼
約
40
名
（
80
点
）

洋
画
、
水
墨
画
、
そ
の
他

内
灘
町
在
住
作
家
を
中
心
に
内
灘
地
内
の
絵

画
教
室
の
講
師
（
金
沢
市
）
や
受
講
生
（
金
沢

市
）
の
一
部
も
加
わ
っ
た
作
品
展
で
す
。

作
品
の
中
に
は
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘

の
写
生
や
付
近
の
風
物
の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま

す
。（
10
号
以
下
の
大
き
さ
の
作
品
）

開
通
記
念
絵
画
展
は
今
回
限
り
で
す
。

主
催
▼
内
灘
町
絵
画
協
会

内
灘
町
教
育
委
員
会

後
援
▼
北
國
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
金
沢
、

エ
フ
エ
ム
石
川
、
ラ
ジ
オ
金
沢

や
め
て
く
だ
さ
い
　
不
法
投
棄

21
世
紀
は
環
境
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
が
大
切
で
す
。

●
不
法
投
棄
は
ダ
メ
！

最
近
、
生
活
ご
み
や
産
業
廃
棄
物
な
ど
に
関

す
る
苦
情
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
内
灘
町
で
は
、

ご
み
の
な
い
生
活
環
境
の
形
成
を
目
指
し
て
、

環
境
美
化
条
例
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
廃
棄
物
処
理

法
で
は
道
路
や
公
園
な

ど
に
み
だ
り
に
ご
み
を

捨
て
る
と
不
法
投
棄
と

し
て
処
罰
さ
れ
ま
す
。

空
き
缶
や
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
も
不
法
投
棄
で

す
。
な
お
、
一
般
廃
棄
物
を
不
法
投
棄
し
た
場

合
、
最
高
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万

円
以
下
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
自
分
で
出

し
た
ご
み
は
責
任
を
も
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ

う
。考

え

て

み

ま

せ

ん

か

自

賠

責

の

こ

と

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
年
間
120
万
件
に

及
ぶ
交
通
事
故
の
被
害
者
に
支
払
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
た
か
。

交
通
事
故
の
死
傷
者
数
は
、
こ
の
10
年
間
で

約
45
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
、
死
亡
者
数
こ
そ
増

加
し
て
な
い
も
の
の
、
平
成
12
年
は
過
去
最
悪

の
116
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

増
え
続
け
る
交
通
事
故
は
、
誰
も
が
被
害
者

に
も
、
そ
し
て
加
害
者
に
も
な
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り

が
、
よ
り
一
層
の
安
全
運
転
を
心
が
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
の
保
有
者
に
、
自
動
車
１
台
ご
と
に
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
保
険
が
、
自
賠
責
保

険
・
共
済
で
す
。
交
通
事
故
に
よ
り
加
害
者
と

な
っ
た
と
き
は
、
被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償

責
任
を
負
い
ま
す
。
強
制
保
険
で
あ
る
自
賠
責

保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の
加
害
者
の
賠
償
責

任
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者

の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
保
障
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

法
律
に
よ
り
バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
を

含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
保
険
で
す
。
加
入
し
な
い

で
運
転
す
る
と
・・・・・・

★
６
ヶ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

★
さ
ら
に
違
反
点
数
は
６
点
と
な
り
、
た

だ
ち
に
免
許
停
止
処
分
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
・
原
付
自

転
車
は
、
特
に
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ

に
ご
注
意
を
！
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退
職
金
で
豊
か
な
生
活

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か
？
中
退
共
制

度
は
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
退
職

金
制
度
で
す
。

◆
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◆
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

◆
加
入
前
の
過
去
勤
務
期
間
や
転
職
し
た
場
合

に
通
算
が
で
き
ま
す
。

◆
福
利
厚
生
施
設
設
置
等
の
た
め
の
融
資
制
度

も
あ
り
ま
す
。

安
全
・
確
実
・
有
利
な
中
退
共
制
度
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

〒
９
２
０
―
０
８
６
２

金
沢
市
芳
斉
１
―
15
―
15

石
川
県
職
業
能
力
開
発
プ
ラ
ザ

☎
２
６
１
―
１
４
０
０

金

沢

矯

正

展

開

催

日
時
▼

９
月
29
日
（土）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

９
月
30
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
▼

金
沢
刑
務
所
構
内

（
金
沢
市
田
上
町
公
１
番
地
）

☎
２
３
１
―
４
２
９
１

共
催
▼

名
古
屋
矯
正
管
区
、
金
沢
少
年
鑑
別
所
、

湖
南
学
院
、（
財
）
矯
正
協
会
刑
務
作
業
協

力
事
業
部

内
容
▼

①
パ
ネ
ル
・
ビ
デ
オ
に
よ
る
矯
正
行
政
の
紹

介
②
刑
務
作
業
製
品
の
展
示
及
び
即
売
会

（
約
400
種
類
）

③
イ
ベ
ン
ト

29
日
　
ミ
ス
百
万
石
の
一
日
所
長

金
沢
市
消
防
本
部
音
楽
隊
に
よ
る

演
奏

30
日
　
百
万
石
太
鼓

ワクワク子育てシリーズ
　パパ・ママといっしょに思いっきり遊ぼう。親子遊びと子
育てにまつわるちょっとイイ話の2本立て。お話の間は保
育室を設けます。みんな来てね！ 

　参加希望の方は、9月21日（金）までに上記へお申し込み
ください。（会場の都合上、先着順30組で締め切らせてい
ただきます。） 

1～3才
児の 会場／保健センター 

時間／午前10時～11時30分 
 

①9月30日（日） 
♪手足を伸ばそうわんぱくキッズ 
　運動センスは小さいうちから 
　親子体操はお父さんパワーの見せどころ 
　指導／幼児体操教室 スポーツ・エデュケーション・レオ 
♪親として今何を 
　いまどきの子育て、私らしい子育て 
　講師／米沢豊穂  保育アドバイザー 
 

②10月28日（日） 
♪リズム遊び 
　リズム運動やまねっこ遊びを楽しもう 
　指導／幼児体操教室 スポーツ・エデュケーション・レオ 
♪こどものこころ 
　もし、あなたがあなたのこどもだったら…… 
　子どもの気持ちが見えていますか 
　講師／米沢豊穂  保育アドバイザー 
 

③11月18日（日） 
♪ファンタジーワールドで遊ぼう 
　みんなで楽しく劇遊び 
　指導／人形劇サークル　らくだ 
♪こころのトレーニング 
　こころを育てることばかけ、遊び 
　講師／米沢豊穂  保育アドバイザー 
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
２
階
の「
わ
ん
ぱ
く

ル
ー
ム
」を
平
日（
月
〜
金
）に
就
学
前
の
お

子
様
の
親
子
遊
び
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放

し
て
い
ま
す
が
、昨
年
、休
日
開
放
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
土
曜
日
、日
曜
日
に
わ

ん
ぱ
く
ル
ー
ム
を
試
験
的
に
開
放
し
、期
間

中
の
利
用
状
況
を
み
て
休
日
開
放
の
検
討
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
左
記
の
期
間
中
開
放
し
ま
す
の
で
、ご
家

族
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

※
小
さ
い
お
子
様
用
の
遊
具
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

就
学
後
の
お
子
様
は
な
る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

開
放
日 

　
９
月
30
日（
日
）ま
で
の 

毎
週
土
曜
日
、日
曜
日 

時
　
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

た
だ
し
、室
内
で
の
飲
食
は
で
き
ま
せ
ん
。 

平
日（
月
〜
金
曜
）は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

※
祝
日
は
閉
館 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ 

試
験
開
放
の 

お
知
ら
せ 

 

土
曜
、日
曜 
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ツベルクリン反応検査とBCG接種
9月25日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

9月27日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年 5月生

（時間）13：00～14：00

｝
10月23日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

10月25日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年 6月生｝

4月から健診の曜日が変わりました。会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

9月26日（水）

9月12日（水）

10：00～11：00

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

＝みんなで遊ぼう＝
○楽器遊び
手づくり楽器をつくって遊ぼう

どなたでも 
お気軽に 
おいでください 

どなたでも 
お気軽に 
おいでください 

＝みんなで遊ぼう＝
○おじいちゃん、おばあちゃん
と一緒に遊ぼう
・昔の遊びって
どんなもの？

4か月児健診
9月25日（火） 対象 13年 5月生
10月23日（火） 対象 13年 6月生

（時間）13：00～14：00

3才児健診
9月11日（火）対象 10年 5月生
10月 9日（火）対象 10年 6月生

（時間）13：00～14：00

１才6か月児健診
9月18日（火） 対象 12年 2月生
10月16日（火） 対象 12年 3月生

（時間）13：00～14：00

ひよこっこサークル
10月10日（水）対象 5～6か月児　

（時間）受付・身体計測　13：00～13：30

教　　　　　室　13：30～15：00

（内容）離乳食のすすめ方・離乳食の試食

※5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方

などで聞きたいことがある方はお越しください。

9月13日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

今回は、ジョン・
バーニンガムさんの
作品をとりあげます。
絵本の読みきかせの
ほか「初めての絵本」
の紹介もあります。
フリートークもありますので、絵本のこ
とだけでなく、育児のこと他いろいろお
話しください。お母さんだけでもOK。ど
なたでもお気軽においでください。

今月のテーマ

『ジョン･バーニンガムさんの絵本』

すくすく赤ちゃん!!
9月27日（木）

10：00～10：30

０才児の遊びの教室です。発育発達の
相談や子育てア
ドバイスも。お
気軽にご参加く
ださい。

担当：鶴ヶ丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

0才児の親子あそびの教室

今月のテーマ

『ハイハイ運動会！』

ポリオ予防接種
10月15日（月）

【対象】2回目 平成12年6月～9月生

10月22日（月）

【対象】2回目 平成12年10月～11月生

1回目 平成12年12月～
平成13年1月生

10月29日（月）

【対象】1回目 平成13年2月～5月生

（時間）13：00～14：00
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暮
ら
し
の
情
報

今
月
の
納
税
納
期
限
　
10
月
１
日
（月）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
税
し
ま
し
ょ
う

―

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
第
６
期

町
税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で

簡
単
な
手
続
き
の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持

ち
の
上
、
左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
石
川
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢

信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
税
務
課

知 っ 得 情 報
不用品リサイクル登録情報

●譲って下さい（希望品）
MD付ラジカセ、パソコン＜デスクトップ型＞、
20インチ以上カラーテレビ、応接セット（皮製のもの）、
本棚、ファンヒーター、普通自転車26インチ、
原付バイク、チャイルドシート、ベビーフェンス、
ベビーベッド、ホームベーカリー、
内灘中学校男子制服（170cm、160cm）、
町内保育所制服（M、Ｌ、L～LL）、古い着物（手芸用）、
鶴ヶ丘小学校夏スカート（120cm以上）、
鶴ヶ丘小学校夏ズボン（130cm以上）、
大根布小学校女児冬服上下（150～160cm）、
清湖小学校体操ズボン（120cm以上）

●譲ります（提供品）
ベビーバス、
ベビー服（70～80cm）、
ベビーズック（15cm）、
パイプベッド、
シングルベッド、
内灘中学校男子冬制服

（上衣165cm）

○希望者・提供者の品物が合えば、希望者に提供者をご紹介
いたします。
登録期間は６ヶ月です。希望者の方に、提供者のお宅まで
引き取りに行っていただきます。

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、
音楽用品、ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（8月15日まで受付分）

希望者 提供者 交渉成立 

町民生活課 

紹介 

登
　
録 

登
　
録 

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

９
月
の
は
ま
な
す
大
学

▼
日
　
時
　
９
月
21
日
（金）

午
後
１
時
30
分
〜
　

▼
場
　
所
　
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室

▼
テ
ー
マ
「
老
年
病
学
の
臨
床
全
般
に
つ
い
て
」

▼
講
　
師
　
金
沢
医
科
大
学
老
年
病
科

講
師
　
土
屋
　
博

氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、

交
通
安
全
、
税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、

役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

と
　
き
▼
９
月
21
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み ん な の ひ ろ ば

う
ま
れ
た
よ

な
ま
え

住
　
　
所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

小こ

山や
ま

花は
な

浅あ
さ

田だ

大ひ
ろ

斗と

中
村

な
か
む
ら

幸こ
う

喜き

北
村

き
た
む
ら

優
衣
奈

ゆ

い

な

土つ
ち

田だ

京け
い

哉や

森も
り

田た

菜な

月つ
き

辻つ
じ

村む
ら

悠
有

ゆ

う

嶋し
ま

乃
々
佳

の

の

か

蒲か
ま

田た

笑
人

し
ょ
う
じ
ん

助す
け

田だ

星せ
い

夏か

澤さ
わ

多だ

唯ゆ
い

菜な

宮
谷

み
や
た
に

拓た
く

海み

奥
村

お
く
む
ら

直な
お

也や

坂
上

さ
か
が
み

賢け
ん

仁と

尾お

張わ
り

令
玖

り

く

石い
し

井い

悠ゆ
う

太た

仕し

幸こ
う

拓た
く

海み

平
山

ひ
ら
や
ま

り
あ

高た
か

木ぎ

玲
郎

れ

お

北き
た

太
陽

た
い
よ
う

白し
ら

根ね

友ゆ
う

香か

和
也
・
和
代

鶴
ヶ
丘
４

哲
也
・
奈
々

旭
ヶ
丘

克
之
・
恵

ア
カ
シ
ア
２

有
希
・
亜
由
美

鶴
ヶ
丘
５

秀
樹
・
里
美

向
粟
崎
３

淳
・
寿
子

向
粟
崎
５

兼
太
郎
・
薫

湖
西

孝
真
・
三
千
代

鶴
ヶ
丘
４

尚
史
・
千
佳

千
鳥
台
２

有
二
・
知
美

緑
台
１

真
・
茜

鶴
ヶ
丘
４

勝
治
・
紀
子

向
粟
崎
５

一
之
・
美
恵

緑
台
１

忠
克
・
早
苗

向
陽
台
２

祐
樹
・
康
子

大
学
１

弘
一
・
正
美

向
陽
台
２

洋
・
雪
乃

千
鳥
台
１

ル
ー
ベ
ル，
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド

ア
ー
ロ
ン

・
み
の
り

向
粟
崎
１

茂
成
・
典
佳

大
根
布
１

徹
・
好
美

室

章
大
・
佳
名
子

千
鳥
台
１

戸
籍
の
窓
8
月
10
日
ま
で
の

届
出
分

（（（（（（（（（

川か
わ

江え

よ
し

子こ

室

80
才

小し
ょ
う
路じ

清き
よ

子こ

緑
台
１

73
才

高た
か

西に
し

鈴す
ず

枝え

向
粟
崎
５

78
才

岩
崎

い
わ
さ
き

美み

ど

り

室

85
才

中
川

な
か
が
わ

ナ
ツ

向
粟
崎
２

92
才

徳
光

と
く
み
つ

ミ
ト
リ

鶴
ヶ
丘
２

93
才

北
川

き
た
が
わ

外
喜
男

と

き

お

鶴
ヶ
丘
４

83
才

判ば
ん

ツ
ル

旭
ヶ
丘

92
才

坪
内

つ
ぼ
う
ち

作さ
く

次じ

郎ろ
う

宮
坂

89
才

杉
浦

す
ぎ
う
ら

庄
松

し
ょ
う
ま
つ

向
粟
崎
２

85
才

茶
谷

ち
ゃ
だ
に

榮
さ
か
え

大
根
布
４

74
才

高た
か

田だ

重
俊

し
げ
と
し

鶴
ヶ
丘
４

65
才

菅す
が

里
絵

り

え

大
根
布
１

30
才

け
っ
こ
ん

し
ま
し
た

鈴す
ず

木き

寿と
し

和か
ず

大
学
１

山や
ま

田だ

聡あ
き

子こ

奈
良
県

中な
か

本も
と

博ひ
ろ

之ゆ
き

向
粟
崎
２

津つ

端ば
た

一か
ず

枝え

向
粟
崎
２

川か
わ

江え

繁し
げ

行ゆ
き

大
根
布
８

伊い

藤と
う

季
実
子

き

み

こ

輪
島
市

雑さ
い

賀か

敏と
し

昭あ
き

埼
玉
県

尾お

形が
た

紀
代
美

き

よ

み

緑
台
２

石い
し

平ひ
ら

正ま
さ

剛よ
し

鶴
ヶ
丘
２

飯い
い

田だ

美み

香か

宮
坂

中な
か

岡お
か

啓
は
じ
め

ハ
マ
ナ
ス
１

坂さ
か

本も
と

千
奈
津

ち

な

つ

金
沢
市

浅あ
さ

田だ

巖
い
わ
お

旭
ヶ
丘

瀬せ

戸と

敬け
い

子こ

旭
ヶ
丘

中な
か

村む
ら

武た
け

広ひ
ろ

旭
ヶ
丘

林は
や
し

美み

保ほ

鶴
来
町

出で

島じ
ま

勝か
つ

洋ひ
ろ

大
根
布
４

東あ
ず
ま

裕ひ
ろ

美み

鶴
ヶ
丘
３

次回のまいどさんは堂上さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

　今月は長岡さんから紹介のあった、
ハマナス町会長　堂上眞次さんに登場
していただきます。 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者を 
リレー方式で紹介してもらいます。 

堂上　眞次さん 
（67歳・ハマナス） 

どう がみ しん じ 

大きな二つの贈り物 
　－サンセットブリッジ内灘とハマナス公民館－ 
　新しい町、ハマナスの町民は今チョット興奮気味！ 
☆　新しい大橋は、遠くにあった総合公園一帯をわが町会の庭として、
ぐっと引き寄せた。そして、ライトアップされた白く優美な姿は大
きな灯籠だ。 
　　お父さん達は散歩がてらに子どもと海賊船の遊び場に行こうか、
プールへ行こうか。おじいちゃん達は散歩しながらほのぼの湯に行
こうか、とみんな今から楽しみだ。朝夕の散歩は新しいコース「展望
遊歩道」にしようとわくわくしている人達もいる。 
☆　私達の公民館が、後しばらくで完成する。間借り生活から解放され、
新築のわが家に引っ越す気分。さて、どんなホームを築くか大きな
夢と多少の緊張を覚える。 
　　町長をはじめ議員のみなさん、そして関係者のみなさん、どうも
ありがとう。 
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向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

9月19日（水） 9月20日（木） 9月21日（金）

問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

ごみ収集カレンダー
1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）

2.もえないごみと資源物

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）

10

〃

〃

〃

12

〃

〃

5

12

5

〃

〃

〃

3

〃

〃

〃

〃

〃

19
19：00～20：00

〃

〃

19
19：30～20：30

18
19：00～20：00

18
20：00～21：00

18
19：00～20：00

18
18：00～19：00

26
6：30～7：30

25
19：00～20：00

〃

21
8：00～9：00

26
8：00～9：00

26
19：00～20：00

26
18：30～19：30

26
19：00～20：00

26
18：00～19：00

26
18：00～19：00

26
11：00～12：00

10月

12

〃

〃

〃

14

〃

〃

7

14

7

〃

〃

〃

5

〃

〃

〃

〃

〃

9月 10月
21

19：00～20：00

〃

〃

21
19：30～20：30

20
19：00～20：00

20
20：00～21：00

20
19：00～20：00

20
18：00～19：00

28
6：30～7：30

27
19：00～20：00

〃

23
8：00～9：00

28
8：00～9：00

28
19：00～20：00

28
18：30～19：30

28
19：00～20：00

28
19：00～20：00

28
18：00～19：00

28
11：00～12：00

9月

 スプレー缶も分別収集しています。 
中身を使い切り、穴をあけて町会のリサイクルへ
出してください。 

9～10月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

9/9
（日）

9/15
（土･祝）

9/16
（日）

9/23
（日）

9/24
（月･祝）

9/30
（日）

10/7
（日）

10/8
（月･祝）

中田内科病院 宇ノ気町内日角6丁目35-1 283-1121

元谷医院（外・内） 高松町高松ム68 281-0691

土島整形外科医院 内灘町旭ヶ丘148 238-4858

河北中央病院（内） 津幡町津幡ロ51-2 289-2117

望月眼科医院 内灘町旭ケ丘142 239-1515

沖野クリニック（小･内） 高松町高松ノ1の11 281-0500

おおたクリニック（内･小） 津幡町太田は112 288-6000

二ツ屋病院（内） 高松町二ツ屋ソ72 281-0172

宇野気医院（内･小） 宇ノ気町宇野気チ33の6 283-0103

さかわ整形外科医院 津幡町横浜へ35-3 289-2434

紺谷医院（内･小） 七塚町木津へ12-1 285-0020

さいとうクリニック（皮･形成）津幡町潟端371-1 288-4540

政岡医院（内･小） 内灘町鶴ケ丘4丁目1-265 286-1766

森田整形外科医院 津幡町清水チ319-1 288-4151

茶谷医院（内･小） 内灘町西荒屋53 286-8478

酒井医院（内･小･外） 津幡町加賀爪ホ30 289-2006

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞などで確認してください。

1,690
456
427
822
1,202
761
1,627
1,021
724
1,576
514
425
368
427
548
255
75

12,918
17

1,793
534
456
881
1,219
789
1,707
1,109
745
1,612
500
676
365
459
557
285
77

13,764
△ 1

3,483
990
883
1,703
2,421
1,550
3,334
2,130
1,469
3,188
1,014
1,101
733
886
1,105
540
152

26,682
16

1,132
354
315
604
752
513
1,105
717
527
1,038
477
620
266
254
310
154
46

9,184
7

内灘町字別人口世帯数 平成13年7月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴 ヶ 丘 東
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数

発　行
内灘町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920-0292  石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報係まで　☎286－6720

善
意
の
花 

善
意
の
花 

○
内
灘
町
民
謡
協
会

か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
収
益
金
を
寄
附

し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

○
内
灘
和
太
鼓
協
会
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
収
益

金
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
石
田
て
る
子
さ
ん
か
ら
福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


